
 

前
回
は
古
文
書
か
ら
見
て
昔
の
庶
民
の
教
育
を
少
し
知
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
南
千
住
の
公
立
学
校
が
出
来
る
ま
で
は
各
個
人

が
お
の
お
の
の
家
庭
で
親
が
教
え
る
か
、
お
金
は
か
か
る
が
教
え

ら
れ
る
人
に
お
願
い
を
し
て
勉
強
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
一
歩
進

ん
で
寺
子
屋
（
私
学
の
前
身
）
で
教
え
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に

誰
も
が
教
育
を
安
い
お
金
で
学
べ
る
よ
う
に
地
域
の
有
力
者
達
が

資
金
を
出
し
あ
い
、
公
立
学
校
第
１
号
瑞
光
が
明
治
20
年
３
月
７

日
に
綱
張
り
を
、
同
年
10
月
13
日
に
上
棟
式
、
12
月
15
日
に
開
校

式
を
挙
行
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

当
時
の
記
録
を
読
み
ま
す
と
、
全
町
あ
げ
て
の
協

力
が
う
か
が
え
ま
す
。
今
戸
町
・
橋
場
町
・
山
谷

町
・
南
千
住
の
住
民
の
有
志
が
大
勢
寄
付
を
し
て

お
り
ま
す
。

コ
ツ
通
り
の
中
ほ
ど
で
現
在
文
具

店
を
営
ま
れ
て
い
る
渡
辺
さ
ん
の
ご
祖
先
の
お
名

前
も
見
う
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
人
口
の
増
加

に
伴
い
、
第
二
瑞
光
・
第
三
瑞
光
と
公
立
学
校
が

創
立
さ
れ
て
い
き
、
子
供
達
が
文
字
が
読
め
、
文

字
が
書
け
、
計
算
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

後
の
日
本
の
国
の
発
展
を
見
る
の
で
す
。
い
か
に
基
礎
教
育
が
大

切
で
あ
る
か
、
ま
た
誰
で
も
教
育
が
受
け
ら
れ
る
あ
り
が
た
さ
を

感
謝
し
て
、
そ
の
機
会
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す
。江

戸
時
代
の
末
か
ら
明
治
の
初
め
に
南
千
住
の
金
持
ち
の
子
弟

は
小
菅
村
の
正
覺
寺
の
小
菅
縣
立
学
校
へ
、
そ
の
後
は
千
住
一
丁

目
の
慈
眼
寺
へ
通
い
ま
し
た
。
明
治
３
年
頃
に
は
、
南
千
住
に
も

山
路
学
校
・
村
井
学
校
・
池
谷
学
校
・
鈴
木
学
校
・
薗
田
学
校
等

が
開
か
れ
ま
し
た
。
学
制
の
発
布
に
基
い
て
明
治
７
年
千
住
学
校

が
勝
恵
寺
内
に
公
立
校
と
し
て
開
か
れ
、
南
千
住
の
子
供
達
も
多

数
通
学
し
ま
し
た
。
同
一
学
区
内
で
し
た
の
で
南
千
住
の
人
々
も

そ
の
創
立
に
多
大
な
盡
力
を
し
、
表
彰
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

２
０
０
２
年
５
月
の
原
稿
を
再
掲
載
致
し
ま
し
た
。
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吉
田
喜
一
教
授
の

も
の
つ
く
り
工
学
便
り

産
技
高
専
名
誉
教
授

吉
田
喜
一

機
械
学
会
は
、
会
員
３
万
人
を
超
え
る
大
き
な
学

会
で
す
。
２
０
０
７
年
度
か
ら
、
毎
年
認
定
機
械
遺

産
を
発
表
し
、
８
月
７
日
の
“
機
械
の
日
”
に
認
定
式

を
行
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
に
残
る
機
械
技
術
関
連
遺

産
を
大
切
に
保
存
し
、
文
化
的
遺
産
と
し
て
次
世

代
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
主
と
し
て
機
械
技
術

に
関
わ
る
歴
史
的
遺
産
「
機
械
遺
産
」
に
つ
い
て
機

械
学
会
が
認
定
し
て
い
ま
す
。

機
械
技
術
上
、
工
学
的
に
大
き
な
進
歩
や
成
果

に
寄
与
し
た
、
あ
る
い
は
国
民
生
活
や
文
化
、
社
会
、

教
育
な
ど
に
貢
献
し
た
機
械
が
認
定
さ
れ
ま
す
。
(1)

世
界

初
、
日

本

最
古

な
ど
の
機

械
で
、
現

在
ま
で

保
存
・
収
集
さ
れ
て
い
る
も
の
、
(2)

機
械
を
含
む
象

徴
的
な
建
造
物
・
構
造
物
、
(3)

歴
史
的
景
観
を
構

成
す
る
機
械
遺
産
、
(4)

歴
史
的
に
意
義
の
あ
る
機

械
関
連
文
書
類
、
の
４
分
野
を
対
象
に
認
定
し
ま

す
。今

年
度
は
「
江
戸
前
寿
司
自
動
に
ぎ
り
機
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―
寿
司
ロ
ボ
ッ
ト
１
号
機
―
」（
鈴
茂
器
工
（
株
）
）

と
「
回
転
ず
し
コ
ン
ベ
ア
機

―
新
し
い
食
文
化
の
創
造

―
」（
元
禄
産
業
（
株
）
）
、
他
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
お

寿
司
関
係
の
機
械
が
選
ば
れ
る
の
は
初
め
て
で
す
。

機
械
学
会
の
機
械
遺
産
認
定

こ
ん
に
ち
は
、
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
４
代
目
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息

が
見
通
せ
な
い
中
、
鉄
道
各
社
か
ら
春
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
つ
い
て
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
旅
行
が
趣
味
の
私
と
し
て
も
見
逃
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
社
会
状
況
に
鑑
み
、
全
国
的
に
運
行
本
数

の
削
減
や
減
車
な
ど
、
縮
小
傾
向
の
内
容
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
東
武
日
光
線
と
、
直
通
す
る
野
岩
鉄
道
・
会
津

鉄
道
で
は
、
車
両
取
替
の
進
捗
と
ワ
ン
マ
ン
化
、
運
行
区
間
の
短
縮
、

運
行
本
数
の
減
少
な
ど
で
、
か
つ
て
の
よ
う
に
浅
草
・
北
千
住
か
ら
日

光
や
鬼
怒
川
温
泉
・
会
津
田
島
ま
で
、
廉
価
な
乗
車
券
の
み
で
快
適
な

鉄
道
の
旅
を
楽
し
む
こ
と
は
も
う
叶
わ
な
く
な
り
ま
す
。
東
北
新
幹
線

も
定
期
列
車
か
ら
臨
時
列
車
に
「
格
下
げ
」
さ
れ
る
も
の
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

一
方
で
、
南
千
住
駅
の
利
用
者
と
し
て
、
注
目
さ
れ
る
改
善
点
も
あ

り
ま
す
。
現
在
、
日
中
の
常
磐
線
に
は
、
上
野
か
ら
先
、
東
京
・
新
橋

・
品
川
ま
で
直
通
の
「
上
野
東
京
ラ
イ
ン
」
が
特
急
を
除
い
て
毎
時
２

本
走
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
の
１
本
は
南
千
住
通
過
の
「
特
別
快

速
」
な
の
で
、
実
質
的
に
１
時
間
に
１
回
し
か
乗
車
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
、
３
月
の
改
正
後
は
、
１
時
間
に
３
回
程
度

ま
で
乗
車
チ
ャ
ン
ス
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
そ
う
な
の
で
す
。
日
比
谷

線
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
線
に
は
、
大
き
な
変
化
は
な
さ
そ
う
で
す
。
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★
休
業
日
の
ご
案
内
★

…
…
12
月
31
日
（
金
）
～
１
月
３
日
（
月
）
と
、
11
・
18

・
25
（
火
）
は
休
業
日
で
す
。
な
お
、
12
月
28
日
・
１
月
４
日
（
火
）

は
臨
時
営
業
い
た
し
ま
す
。

★
営
業
時
間
の
ご
案
内
★

平
日
（
月
～
金
）
…
午
前
９
時
～
午
後
６
時
30
分
※
12
月
30
日
（
木
）
、

１
月
４
日
（
火
）
は
左
記
、
土
休
日
の
時
刻
で
営
業
し
ま
す
。

土
休
日
…
午
前
10
時
～
午
後
５
時

メ
ガ
ネ
の

祐
一
郎
君
の

ア
ド
バ
イ
ス

消費生活

アドバイザー

佐藤祐一郎

公
立
学
校

第
一
号
瑞
光
開
校

２
０
２
２
年
３
月

ダ
イ
ヤ
改
正
の
注
目
点

12
月
～
１
月

当
店
の
最
新
情
報
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
等
で
発
信
し

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
ま
せ
。
２
０
２
２
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。


